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は
じ
め
に

観
峰
館
で
は
、
近
代
中
国
書
画
を
中
心
と
す
る
約
二
万
五
千
点
に
及
ぶ
所
蔵

作
品
の
継
続
的
な
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
成
果
公
表
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
十
五
号
よ
り
、
中
国
古
典
の
法
帖
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
第
七
回
で
は
、

唐
代
の
書
家
・
顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
）
の
法
帖
を
特
集
し
た
。
顔
真
卿

の
法
帖
は
、
当
館
本
館
三
階
の
常
設
展
示
「
書
の
歴
史
」
の
中
で
随
時
展
示
公

開
し
て
い
る
ほ
か
、
様
ざ
ま
な
企
画
展
・
平
常
展
示
に
も
出
品
し
て
い
る
。

顔
真
卿
の
法
帖
は
、
全
部
で
十
四
種
類
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は

「
多
宝
塔
碑
」
に
始
ま
り
、「
争
坐
位
稿
」「
麻
姑
仙
壇
記
」「
顔
氏
家
廟
碑
」
な
ど
、

よ
く
知
ら
れ
た
作
品
だ
け
で
な
く
、「
郭
氏
家
廟
碑
」「
蔵
懐
恪
碑
」「
元
結
碑
」

な
ど
、
他
の
優
れ
た
法
帖
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
中
に
は
、「
顔
魯
公
三
表

真
蹟
」「
顔
勤
礼
碑
」
の
よ
う
な
清
時
代
以
降
、
巷
間
に
出
た
墨
跡
・
石
碑
な

ど
の
法
帖
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
当
該
期
の
も
の
を
中
心
と
す
る
観
峰
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
前
号
で
も
言

及
し
た
よ
う
に
、
近
代
に
翻
刻
さ
れ
た
も
の
や
、
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
も

あ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
種
類
の
法
帖
を
含
ん
で
い
る
。

本
稿
で
は
、
全
十
四
種
類
の
中
、
年
齢
順
の
後
半
に
あ
た
る
六
種
類
（
九
～

十
四
）
を
取
り
上
げ
る
。
画
像
は
、
精
拓
本
及
び
翻
刻
本
を
掲
載
す
る
ほ
か
、

跋
文
や
一
部
収
蔵
印
な
ど
の
情
報
も
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

先
学
諸
氏
の
批
正
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

観
峰
館
収
蔵
品
目
録
（
Ⅷ
）　
―
法
帖
（
三
）（
顔
真
卿 

二
）―

観
峰
館
学
芸
部

【
凡
例
】

一
、
法
量
は
、
縦
×
横
（
㎝
）
で
表
記
し
た
。

一
、
制
作
年
代
は
、
原
跡
及
び
建
碑
の
年
代
と
し
た
。

一
、
写
真
撮
影
、
法
量
測
定
、
釈
文
解
読
は
、
観
峰
館
学
芸
部
（
瀨
川
・
寺

前
・
根
來
）
が
分
担
し
、
編
集
は
寺
前
が
担
当
し
た
。

一
、
参
考
文
献
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
が
、
作
品
解
説
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、

主
に
東
京
国
立
博
物
館
『
特
別
展　

顔
真
卿
』
図
録
（
二
〇
一
九
年
）

を
参
照
し
た
。

一
、
拓
本
の
欠
損
部
分
に
つ
い
て
は
、『
中
国
書
法
全
集
』
第
二
十
六
巻
（
栄

豊
斎
、
一
九
九
三
年
）
掲
載
の
解
説
を
参
照
し
た
。

【
作
品
解
説
】

（
九
）
送
劉
太
冲
序

大
暦
七
年
（
七
七
二
）
頃
筆
、
顔
真
卿
六
十
四
歳
時
の
作
品
。
劉
太
冲

（
生
卒
年
不
詳
）
は
、
安
史
の
乱
の
際
、
顔
真
卿
に
力
を
貸
し
た
人
物
で
あ
る
。

し
か
し
、
官
位
は
不
遇
の
ま
ま
に
、
西
に
向
か
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
送
別

の
意
を
表
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
書
は
、
筆
捌
き
も
柔
和
で
軽
快

な
趣
が
あ
り
、
同
年
頃
の
筆
と
さ
れ
る
「
与
蔡
明
遠
帖
」
と
、
そ
の
書
風
が

似
通
う
部
分
も
多
い
。

所
蔵
本
は
一
種
類
の
み
で
、
南
宋
・
慶
元
五
年
（
一
一
九
九
）、
戴
援
題

跋
を
含
む
翻
刻
本
で
あ
る
。
そ
の
全
文
は
、
王
昶
著
『
金
石
萃
編
』
宋
編
に

詳
し
い
。
表
紙
裏
に
は
収
蔵
印
が
見
ら
れ
る
。

な
お
参
考
ま
で
に
、「
忠
義
堂
帖
」（
帖
―
集
―
０
６
１
）
所
収
の
同
拓
本
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も
併
せ
て
掲
出
し
て
お
く
。

【
題
跋
】

右
顏
魯
公
帖
□
番
本
廼
送
劉
太
冲
叙
也
併

及
其
仲
氏
太
真
□
旧

唐
史
文
芸
有
太
真
伝

不
紀
其
与
伯
氏
継
□
（
蓋
ヵ
）

天
宝
上
第
文
集
三
十

巻
見
館
閣
書
目
墓
在

県
北
号
柘
塘
神
市
人

月
有
祭
祷
必
応
漂
陽

人
尤
神
之
神
道
碑
裴

度
譔
蒋
潼
書
昔
（
？
）
曽
易

□
（
置
ヵ
）
□
廨
旋
転
県
斎
援

到
官
初
得
之
県
庖
下

僅
□
（
存
ヵ
）
□
百
七
十
有
九

字
同
郡
李
兼
経
従
相

與
起
□
□
（
郷
ヵ
）
賢
出
其
家

蔵
顏
帖
再
摸
入
石
并

断
碑
□
□
庁
壁
叙
言

彭
城
華
望
以
劉
於
此

邑
為
著
□
□
纂
云
宣

城
陳
留
是
也
開
府
澤

州
公
山
正
礼
□
（
表
ヵ
）
其
先

世
也
平
原
従
事
銓
部

甲
乙
顏
常
汲
引
□
也

蹉
跎
卑
位
悼
其
窮
也

句
溪
春
水
此
邑
時
属

宛
陵
也
鄭
薫
北
望
楼

記
言
元
載
貶
顏
夷
陵

別
駕
後
遷
廬
陵
刺
史

道
出
莆
塘
有
左
伯
桃

詩
第
序
脳
亡
太
沖
彭
三
字
考
汝
越
帖
亦
然

莫
可
補
闕
云
慶
元
己

未
上
巳
宣
城
戴
援
跋

邑
人
奏
（
？
）

書
額

跳
陵
潘
壽
仁
模
刻

※
□
は
、
現
状
の
拓
本
で
判
読
不
能
な
部
分
。

（
十
）
宋
璟
碑

大
暦
七
年
（
七
七
二
）
筆
、
顔
真
卿
六
十
五
歳
時
の
作
品
。「
広
平
文
貞

公
宋
公
碑
」
と
も
い
う
。
唐
・
玄
宗
皇
帝
時
代
の
宰
相
と
し
て
名
高
い
宋
璟

（
六
六
三
～
七
三
七
）
の
神
道
碑
。
宋
璟
の
孫
・
宋
儼
に
乞
わ
れ
書
い
た
と
い
う
。

そ
の
碑
は
、
河
北
省
沙
河
に
在
る
宋
璟
の
墓
の
側
に
現
存
す
る
。

ま
た
側
記
は
、
同
時
期
に
完
成
し
て
い
た
も
の
の
、
刊
石
に
及
ば
ず
、
大

暦
十
三
年
（
七
七
八
）
に
至
っ
て
書
か
れ
、
碑
側
と
し
た
も
の
。
翁
方
綱
は

後
に
顔
書
最
高
の
傑
作
と
評
し
て
い
る
。

所
蔵
本
は
四
種
類
あ
り
、
陽
・
陰
・
側
と
側
記
が
揃
う
の
は
「
碑
─
顔
─

０
１
９
」
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
拓
調
が
必
ず
し
も
良
好
で
は
な

い
た
め
、
陽
は
「
碑
─
顔
ー
０
１
８
」、
陰
は
「
碑
─
顔
─
０
２
０
」、
側
記

は
「
碑
─
顔
─
０
１
９
」
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
出
す
る
。

状
態
の
良
い
拓
本
は
稀
少
と
さ
れ
る
。
僅
か
に
、
側
記
八
字
欠
損
の
宋
搨
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本
が
存
し
た
と
さ
れ
る
が
、
既
に
失
わ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
拓
本
の
多
く

が
翻
刻
本
で
あ
る
。

そ
し
て
、
拓
本
の
新
旧
の
判
断
は
、
明
末
初
搨
本
と
の
比
較
に
よ
り
、
次

の
①
・
②
の
字
が
完
好
か
否
か
が
判
断
基
準
と
な
る
。

①
碑
陽
第
四
行
「
殷
王
之
子
」
の
「
子
」
字

②
同
第
十
一
行
「
遷
天
官
」
の
「
官
」
字

ま
た
、
道
光
搨
本
で
は
、
次
の
③
の
字
が
欠
損
し
て
い
る
か
否
か
が
判

断
基
準
と
な
る
。

③
碑
陰
第
八
行
「
左
諭
」「
篤
前
」
の
四
字

以
上
の
判
断
基
準
に
鑑
み
る
と
、
当
館
所
蔵
本
は
、
い
ず
れ
も
翻
刻
本
の

可
能
性
が
あ
る
。

（
十
一
）
元
結
碑

大
暦
七
年
（
七
七
二
）
頃
筆
、
顔
真
卿
六
十
五
歳
時
の
作
品
。「
元
結
墓
碑
」

「
元
次
山
碑
」
と
も
い
う
。
顔
真
卿
の
盟
友
で
、
政
治
・
文
学
に
も
長
じ
た

元
結
（
生
卒
年
不
詳
）
の
事
績
を
述
べ
た
も
の
。
元
結
は
、「
大
唐
中
興
頌
」

を
撰
文
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
そ
の
碑
は
、
河
南
省
魯
山
に
現
存
す
る
。

所
蔵
本
は
一
種
類
の
み
で
、
残
念
な
が
ら
碑
陰
は
途
中
で
欠
失
し
て
い
る
。

早
期
に
採
拓
さ
れ
た
善
本
は
少
な
く
、
元
明
期
搨
本
と
の
比
較
か
ら
、

①
陽
第
一
行
「
経
歴
」
二
字

②
同
「
元
君
」
の
「
元
」
字

が
未
損
か
否
か
が
判
断
基
準
と
な
る
。

当
館
所
蔵
本
は
、
該
当
部
分
が
欠
損
し
て
お
り
、
古
く
と
も
清
時
代
以
降

に
採
拓
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
十
二
）
干
禄
字
書

大
暦
九
年
（
七
七
四
）
筆
、
顔
真
卿
六
十
六
歳
時
の
作
品
。「
顔
氏
干
禄

字
書
」
と
も
い
う
。
顔
真
卿
の
叔
父
・
顔
元
孫
（
？
～
七
一
四
）
の
著
作
。「
干

禄
」
と
は
仕
官
の
意
で
、
漢
字
一
文
字
に
正
字
・
俗
字
・
通
字
の
三
種
を
挙

げ
て
説
明
し
た
も
の
。

所
蔵
本
は
一
種
類
の
み
で
、
残
念
な
が
ら
碑
陰
は
途
中
で
欠
失
し
て
い
る
。

（
十
三
）
顔
勤
礼
碑

大
暦
十
四
年
（
七
七
九
）
筆
、
顔
真
卿
七
十
一
歳
時
の
作
品
。
顔
真
卿
の

曾
祖
父
・
顔
師
古
（
五
八
一
〜
六
四
五
）
の
弟
・
顔
勤
礼
（
生
卒
年
不
詳
）

と
そ
の
子
孫
の
顕
彰
碑
。
民
国
十
一
年
（
一
九
二
二
）、
何
夢
庚
に
よ
っ
て
、

西
安
の
布
政
使
所
属
倉
庫
の
後
方
土
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
は
、

翌
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
書
か
れ
た
宋
伯
魯
（
一
八
五
六
～
一
九
三
二
）

の
題
跋
に
詳
し
い
。
石
碑
は
、
現
在
、
西
安
碑
林
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

所
蔵
本
は
三
種
類
あ
り
、
拓
調
の
良
い
「
拓
帖
―
１
１
３
」
を
掲
出
し
た
。

い
ず
れ
も
宋
伯
魯
（
一
八
五
四
～
一
九
三
二
）
の
題
跋
を
有
す
る
。

【
宋
伯
魯
題
跋
】

右
唐
夔
州
都
督
府
長
史
顔
勤
礼
碑
曾
孫
魯

郡
公
真
卿
譔
并
書
民
国
十
一
年
壬
戌
十
月

之
初
何
客
星
営
長
獲
之
長
安
旧
藩
廨
庫

堂
後
土
中
石
已
中
断
上
下
皆
皃
好
無
𡙇
泐

案
此
碑
久
無
知
者
僅
見
於
六
一
集
古
録
及

題
跋
意
趙
宋
時
尚
盛
行
於
世
元
明
以

後
陵
遷
谷
貿
此
碑
埋
没
長
安
城
中
垂
千
年

後
之
金
石
家
不
特
未
嘗
寓
目
並
其
名
亦
鮮

知
之
者
此
碑
立
於
大
歴
十
四
年
時
公
年
七
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十
五
家
廟
碑
立
於
建
中
元
年
僅
隔
一
歳
工
石

皆
在
長
安
而
一
隠
一
顕
豈
亦
有
数
存
乎

其
間
耶
欧
公
嘗
云
顔
書
如
忠
臣
烈
士
道
徳
君

子
其
端
荘
尊
重
人
初
見
而
畏
之
然
愈
久

愈
可
愛
山
谷
亦
云
魯
公
書
奇
偉
秀
抜
奄

有
魏
晋
隋
唐
以
来
風
流
気
骨
冝
為
後
代

所
宝
也
客
星
酷
耆
金
石
得
此
喜
而
不
寐
拓

以
見
示
属
識
顛
末
其
旁
以
見
神
物
之
出

初
非
偶
然
也
客
星
河
南　

癸
亥
孟
春
醴
泉
宋
伯

魯
跋

（
十
四
）
顔
氏
家
廟
碑

建
中
元
年
（
七
八
〇
）
筆
、
顔
真
卿
七
十
二
歳
時
の
作
品
。
顔
真
卿
の
父
・

顔
惟
貞
を
中
心
に
、
顔
氏
一
族
の
業
績
を
刻
ん
だ
顕
彰
碑
。
碑
の
四
面
を
通

し
て
の
厳
格
な
書
風
は
、
顔
真
卿
の
集
大
成
と
も
い
え
よ
う
。
碑
額
は
、
李

陽
冰
（
生
卒
年
不
詳
）
が
書
い
て
い
る
。

そ
の
碑
は
、
既
に
唐
代
に
倒
臥
し
て
お
り
、
宋
・
太
平
興
国
七
年
（
九
八
二
）

に
及
ん
で
李
延
襲
（
生
卒
年
不
詳
）
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
府
城
内
の
孔
子
廟

内
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
経
緯
は
、
題
跋
に
詳
し
い
。
石
碑
は
、
現
在
、

西
安
碑
林
博
物
館
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
当
館
に
は
、
そ
の
復
元
石
碑

が
あ
る
。

所
蔵
本
は
、
縮
本
も
含
め
十
種
類
あ
り
、
精
拓
本
と
考
え
ら
れ
る
「
碑
─

顔
─
０
２
９
」
を
掲
出
し
た
。
同
本
に
は
、
末
尾
に
碑
陽
首
行
の
下
部
に
あ

る
題
記
、
末
尾
に
あ
る
題
記
が
あ
る
。
但
し
、
い
ず
れ
も
李
陽
冰
筆
の
碑
額

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

な
お
題
記
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、『
中
国
石
刻
大
観
精
粋
編　

題
跋
集
』

（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
し
た
が
、「
先
聖
文
宣
」
よ
り
「
秉

筆
書
記
」
迄
は
、
所
蔵
本
に
て
補
っ
た
。

【
題
跋
】

太
平
興
国
七

年
八
月
二
十
九

日
重
立
李
延

襲
記

顔
真
卿
之
隷
書
李
陽
氷
之
古
篆
二
倶

奇
絶
也
好
古
之
士
重
如
珠
璧
自
唐
室
（
罹
）

乱
其
碑
倒
於
郊
野
塵
土
之
内
更
慮
年
深

為
牧
童
樵
叟
之
所
毀
壊
且
夫
物
不
終

否
能
者
即
興
有
都
院
孔
目
官
李
延
襲

者
真
好
古
博
雅
君
子
也
特
上
告

知
府
郎
中
移
載
入
於
府
城
立
於

先
聖
文
宣
王
廟
庶
其
永
示
多
人
流
伝

千
古
乃
命
南
岳
夢
英
大
師
秉
筆
書
記

時　

太
平
興
国
七
年
八
月
廿
九
日
移

朝
散
大
夫
行
殿
中
侍
御
史
通
判
永
興
軍
府
事
師
頏

朝
散
大
夫
行
尚
書
考
功
員
外
郎
権
知
永
興
軍
府
事
柱

国
李
準
重
立

都
料
匠
田
密



43 観峰館収蔵品目録（Ⅷ）

No 資料番号 作品名 制作年 法量（縦×横） 冊数 跋・印
送劉太冲序

１ 帖─単─082 送劉太冲序（翻刻本） 大暦７年（772）頃 29.4×17.9cm １冊 戴援跋・印有
宋璟碑

２ 碑─顔─018 宋璟碑　陽・左側・陰 大暦７年（772） 37.0×20.8cm ２冊
３ 碑─顔─019 宋璟碑　陽・左側・陰・側記 大暦７年（772）・同13年（778） 32.6×21.5cm ２冊
４ 碑─顔─020 宋璟碑　陰 大暦７年（772） 35.0×21.5cm １冊
５ 碑─顔─021 宋璟碑　側記 大暦13年（778） 34.5×21.0cm 1冊 印有

元結碑
６ 碑─顔─017 元結碑 大暦７年（772）頃 33.5×20.0cm １冊

干禄字書
７ 碑─顔─031 干禄字書 大暦９年（774） 41.6×20.8cm １冊

顔勤礼碑
８ 碑─顔─022 顔勤礼碑 大暦14年（779） 35.2×21.7cm １冊
９ 碑─追─001 顔勤礼碑 大暦14年（779） 30.8×22.7cm １冊
10 拓帖-113 顔勤礼碑 大暦14年（779） 32.0×20.6cm １冊 宋伯魯跋

顔氏家廟碑
11 碑─顔─026 顔氏家廟碑 建中元年（780） 31.4×20.4cm ４冊
12 碑─顔─028 顔氏家廟碑 建中元年（780） 33.3×19.8cm １冊
13 碑─顔─029 顔氏家廟碑 建中元年（780） 31.8×19.0cm ４冊 題記
14 碑─顔─024 顔氏家廟碑　上・中・下 建中元年（780） 28.2×20.3cm ３冊
15 碑─顔─025 顔氏家廟碑　全 建中元年（780） 31.5×19.5cm １冊 印有
16 碑─顔─027 顔氏家廟碑　陽 建中元年（780） 32.5×19.8cm ２冊
17 碑─顔─032 顔氏家廟碑　中 建中元年（780） 29.2×18.4cm １冊 印有
18 碑─顔─023 顔氏家廟碑　側 建中元年（780） 29.0×13.5cm １冊
19 碑─顔─030 顔氏家廟碑　側 建中元年（780） 27.5×17.1cm １冊
20 帖─単─012 顔氏家廟碑　縮本 建中元年（780） 25.1×12.7cm １冊
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同　第七開同　第八開

同　第三開同　第四開

同　第五開同　第六開

送劉太冲序　第一開
（帖─単─082）

同　第二開

（
九
）
送
劉
太
冲
序



45 観峰館収蔵品目録（Ⅷ）

（
十
）
宋
璟
碑

宋璟碑　碑陽第一開
（碑─顔─018）

同　第二開

同　第十一開

忠義堂帖所収／送劉太冲序（一）
（帖─集─061）

同　（二）

同　第九開同　第十開
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同　第九開同　第十開

同　第五開同　第六開

同　第七開同　第八開

同　第三開同　第四開



47 観峰館収蔵品目録（Ⅷ）

同　第七開同　第八開

同　第三開同　第四開

同　第五開同　第六開

宋璟碑　碑陰第一開
（碑─顔─020）

同　第二開
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同　第五開同　第六開

宋璟碑　側記第一開
（碑─顔─019）

同　第二開

同　第三開同　第四開

同　第九開同　第十開



49 観峰館収蔵品目録（Ⅷ）

（
十
一
）
元
結
碑

元結碑　碑陽第一開
（碑─顔─017）

同　第二開

同　第九開同　第十開

同　第十一開同　第十二開

同　第七開同　第八開



50

同　第九開同　第十開

同　第五開同　第六開

同　第七開同　第八開

同　第三開同　第四開



51 観峰館収蔵品目録（Ⅷ）

同　第二開同　第三開

同　第十三開同　第十四開

同　第十五開元結碑　碑陰第一開
（碑─顔─017）

同　第十一開同　第十二開
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同　第十開同　第十一開

同　第六開同　第七開

同　第八開同　第九開

同　第四開同　第五開



53 観峰館収蔵品目録（Ⅷ）

同　第十八開

同　第十四開同　第十五開

同　第十六開同　第十七開

同　第十二開同　第十三開
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同　第七開同　第八開

同　第三開同　第四開

同　第五開同　第六開

干禄字書　第一開
（碑─顔─031）

同　第二開

（
十
二
）
干
禄
字
書



55 観峰館収蔵品目録（Ⅷ）

同　第十五開同　第十六開

同　第十一開同　第十二開

同　第十三開同　第十四開

同　第九開同　第十開
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同　第七開同　第八開

同　第三開同　第四開

同　第五開同　第六開

顔勤礼碑　碑陽第一開
（拓帖─113）

同　第二開

（
十
三
）
顔
勤
礼
碑



57 観峰館収蔵品目録（Ⅷ）

同　第十五開同　第十六開

同　第十一開同　第十二開

同　第十三開同　第十四開

同　第九開同　第十開
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同　第十八開同　第十九開

同　第十四開同　第十五開

同　第十六開同　第十七開

顔勤礼碑　碑陰第十二開
（拓帖─113）

同　第十三開



59 観峰館収蔵品目録（Ⅷ）

顔勤礼碑　宋伯魯跋（一）
（拓帖─113）

同　（二）

同　第二十二開同　第二十三開

同　第二十四開同　第二十五開

同　第二十開同　第二十一開



60

同　第七開同　第八開

同　第三開同　第四開

同　第五開同　第六開

顔氏家廟碑　碑陽第一開
（碑─顔─029）

同　第二開

（
十
四
）
顔
氏
家
廟
碑



61 観峰館収蔵品目録（Ⅷ）

同　第十五開同　第十六開

同　第十一開同　第十二開

同　第十三開同　第十四開

同　第九開同　第十開
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同　第二開

同　第三開

顔氏家廟碑　碑側第一開
（碑─顔─029）

同　第六開

同　第七開同　第八開

同　第四開

同　第五開



63 観峰館収蔵品目録（Ⅷ）

同　第十開　碑陽跋（左）

顔氏家廟碑　碑陽跋
（碑─顔─029）

同　第九開

「渠梁談氏」
（1.7×1.7cm）

（帖─単─082　表紙裏）

「継源私印」
（1.5×1.5cm）

（帖─単─082　表紙裏）

「談継源印」
（1.1×1.1cm）

（帖─単─082　表紙裏）

「継源」
（1.1×1.2cm）

（帖─単─082　表紙裏）

「葛□」
（2.7×0.9cm）

（碑─顔─021　外題部分）

「暫寄徳三之子」
（2.9×3.1cm）

（帖─単─021　第一開）

「元和銭氏仁寿堂珍蔵」
（4.3×2.0cm）

（碑─顔─021　第一開）

「陳潤生」
（1.6×1.6cm）

（碑─顔─025　最終開）

【
主
要
収
蔵
印
】


